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白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

2019年に氷河であることが確認された唐松沢氷河に続き、氷河の可能性が高いとされる白馬沢・
杓子沢・不帰沢の３つの雪渓の調査を実施しています。（写真：杓子沢）
衛星測位システムを利用した氷体の流動測定、地中レーダーによる氷厚測定、セスナ空撮による質
量収支観測等を行い、氷化過程や流動機構を分析・解明することで、日本の氷河の学術的な価値が高ま
ることも期待されています。
調査は、令和2年度から3年間の予定で、新潟大学、白馬山案内人組合、白馬・山とスキーの総合資料
館、長野県等の協力を得て、元気づくり支援金を活用して実施しています。
北アルプスの貴重な地域資源として、３つの雪渓についても氷河と認められる日が楽しみです。
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令
和
２
年
度　

 

白
馬
村
の
決
算
状
況

歳
入　
76
億
3
，8
5
6
万
3
千
円

歳
出　
75
億
2
，4
1
4
万
1
千
円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
久
し
ぶ
り

に
歳
入
歳
出
と
も
に
75
億
円
を
超
え
た
大
き
な
規
模
と
な

り
ま
し
た
。

前
年
度
に
引
き
続
き
財
政
調
整
基
金（
家
計
で
い
う
と
こ

ろ
の
貯
金
）か
ら
取
り
崩
し
を
せ
ず
、将
来
の
負
担
に
備
え

る
た
め
同
基
金
に
1
億
3
，0
0
0
万
円
、義
務
教
育
施
設

整
備
基
金
に
4
，0
0
0
万
円
の
積
み
立
て
を
行
っ
て
い
ま

す
。
な
お
、財
政
調
整
基
金
の
年
度
末
残
高
は
、平
成
以
降

で
過
去
最
高
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、健
全
財
政
の
堅
持
と
公
債
費
抑
制
の
た
め
、新
規

発
行
債（
新
し
い
借
り
入
れ
）は
元
金
償
還
額
以
下
と
す
る

こ
と
に
よ
り
、村
債
現
在
高
も
平
成
25
年
度
決
算
以
来
、久

し
ぶ
り
に
前
年
度
比
で
減
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
の
歳
入
歳
出
差
引
額（
形
式
収
支
）
は

1
億
1
，4
4
2
万
2
千
円
で
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き

財
源
1
，8
5
2
万
5
千
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は

9
，5
8
9
万
7
千
円
で
す
。
そ
の
う
ち
4
，8
0
0
万

円
を
財
政
調
整
基
金
に
積
み
立
て
を
行
い
、
残
額
の
4
，

7
8
9
万
7
千
円
を
令
和
３
年
度
へ
繰
り
越
し
ま
し
た
。
な

お
、実
質
収
支
か
ら
昨
年
度
の
実
質
収
支
を
差
し
引
い
た
単

年
度
収
支
は
△
3
，2
8
1
万
5
千
円
、単
年
度
収
支
に
財

政
調
整
基
金
積
み
立
て
等
を
加
味
し
た
実
質
単
年
度
収
支

は
9
，7
6
8
万
3
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

歳
入
の
概
要

村
税
は
、
3
，7
0
0
万
7
千
円
の
減
で
14
億
8
，

5
1
5
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、入
湯
税
は
、主
に

環
境
衛
生
施
設
の
整
備（
山
岳
観
光
安
全
浄
化
対
策
事
業
な
ど
）

や
観
光
振
興（
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
宣
伝・誘
客
事
業
な
ど
）

の
財
源
と
し
て
い
ま
す
。

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
3
，6
6
0
万
5
千
円
の
増
で

2
億
2
，3
9
8
万
7
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
う
ち
社
会
保
障

分
は
1
億
7
7
5
万
3
千
円
で
、心
身
障
害
者
福
祉
事
業（
1
，

5
0
0
万
円
充
当
）、後
期
高
齢
者
医
療
事
業（
2
，5
0
0
万

円
充
当
）、福
祉
医
療
費
給
付
事
業（
1
，5
0
0
万
円
充
当
）及

び
保
健
予
防
事
業（
1
，5
0
0
万
円
充
当
）な
ど
の
財
源
と
し

て
い
ま
す
。

普
通
交
付
税
は
8
0
8
万
8
千
円
の
増
と
な
り
、特
別
交
付

税
は
4
，8
8
4
万
6
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

特
別
交
付
税
は
市
町
村
の
特
殊
事
情
に
対
し
て
交
付
さ
れ

る
も
の
で
、令
和
２
年
度
は
降
雪
量
が
例
年
並
み
に
戻
っ
た
た

一般会計の概要

歳入
76億3,856万3千円

村税
14億8,515万7千円
村税
14億8,515万7千円 個人村民税

3億6,381万8千円
個人村民税
3億6,381万8千円

法人村民税
9,257万円
法人村民税
9,257万円

固定資産税
9億648万3千円
固定資産税
9億648万3千円

軽自動車税
3,604万4千円
軽自動車税
3,604万4千円

たばこ税
6,026万5千円
たばこ税
6,026万5千円

入湯税
2,597万7千円
入湯税
2,597万7千円

地方交付税
20億3,586万4千円
地方交付税
20億3,586万4千円

譲与税/各種交付金
3億2,317万8千円
譲与税/各種交付金
3億2,317万8千円

国庫支出金
16億7,035万9千円
国庫支出金
16億7,035万9千円

県支出金
3億9,518万2千円
県支出金
3億9,518万2千円

繰入金
2億8,622万4千円
繰入金
2億8,622万4千円
寄附金
4億2,285万4千円
寄附金
4億2,285万4千円

地方債
5億8,115万2千円
地方債
5億8,115万2千円

諸収入等
4億3,859万3千円
諸収入等
4億3,859万3千円

村税内訳

297,636

決算収支等
項目 令和2年度（千円） 対前年比（％）

歳入 7,638,563 18.1

歳出 7,524,141 19.3

形式収支 114,422

翌年度へ繰り越すべき財源 18,525

実質収支 95,897

単年度収支 △32,815

財政調整基金積み立て 130,498

実質単年度収支 97,683



3

め
、除
雪
経
費
の
算
定
額
が
前
年
度
に
比
べ
て
大
幅
に
増
え
ま

し
た
。

国
庫
支
出
金
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た

め
11
億
2
，3
9
8
万
8
千
円
の
大
幅
な
増
と
な
り
ま
し
た
。

国
庫
支
出
金
の
主
な
も
の
は
、特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
費・

事
務
費
8
億
6
，9
5
2
万
2
千
円
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
2
億
9
，3
0
8
万
5
千

円
で
す
。

県
支
出
金
は
1
億
9
6
4
万
3
千
円
の
増
と
な
り
ま
し
た
。

県
支
出
金
の
主
な
も
の
は
、ジ
ャ
ン
プ
台
管
理
委
託
金
5
，

6
3
4
万
4
千
円
、地
域
支
え
あ
い
プ
ラ
ス
ワ
ン
消
費
促
進
事

業
補
助
金
4
，4
9
0
万
6
千
円
で
す
。
ま
た
、水
力
発
電
施

設
な
ど
の
所
在
市
町
村
へ
の
交
付
金
と
し
て
電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金
4
4
0
万
円
が
交
付
さ
れ
て
お
り
、当
村
に
お
い

て
は
保
育
所
運
営
経
費
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

村
債
は
1
億
4
，6
1
1
万
7
千
円
の
減
で
5
億
8
，

1
1
5
万
2
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
村
債
の
主
な
も
の
は
、道

路
新
設
改
良
事
業
債
1
億
4
，0
7
0
万
円
、新
防
災
情
報
配

信
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
債
1
億
3
，6
3
0
万
円
で
す
。

歳
出
の
概
要

目
的
別
歳
出
の
状
況
、性
質
別
歳
出
の
状
況
を
表
に
ま
と
め

ま
し
た
。

目
的
別
で
見
ま
す
と
、総
務
費
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
係
る
特
別
定
額
給
付
金
事
業
や
財
政
調
整
基
金

積
立
金
な
ど
に
よ
り
9
億
2
，7
7
5
万
7
千
円
の
大
幅
な
増

加
、衛
生
費
が
白
馬
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
整
備
に
係
る
塵
芥

処
理
事
業
な
ど
に
よ
り
1
億
2
，9
7
9
万
2
千
円
の
増
加
、

農
林
業
費
が
県
営
北
城
南
部
地
区
に
係
る
ほ
場
整
備
事
業
な

ど
に
よ
り
5
，4
4
0
万
4
千
円
の
増
加
、土
木
費
が
除
雪
事

業
な
ど
に
よ
り
8
，2
7
5
万
8
千
円
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま

す
。
一
方
で
、教
育
費
が
前
年
度
は
学
校
空
調
設
備
設
置
事
業

な
ど
が
あ
っ
た
た
め
8
，2
4
0
万
2
千
円
の
減
少
と
な
っ
て

い
ま
す
。

性
質
別
で
見
ま
す
と
、維
持
補
修
費
が
除
雪
委
託
料
な
ど

に
よ
り
1
億
6
，4
9
2
万
1
千
円
の
増
加
、
補
助
費
が
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
特
別
定
額
給
付
金

や
地
域
支
え
あ
い
プ
ラ
ス
ワ
ン
消
費
促
進
事
業
補
助
金
な
ど

に
よ
り
9
億
1
，5
6
2
万
5
千
円
の
大
幅
な
増
加
、
積
立

金
が
財
政
調
整
基
金
や
義
務
教
育
施
設
整
備
基
金
へ
の
積

み
立
て
な
ど
に
よ
り
1
億
3
，0
1
1
万
5
千
円
の
増
加
と

な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、普
通
建
設
事
業（
投
資
的
経
費
）

が
前
年
度
は
学
校
空
調
設
備
設
置
事
業
な
ど
が
あ
っ
た
た
め

1
億
3
，2
5
1
万
2
千
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。
主

な
投
資
的
経
費
は
、新
防
災
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

1
億
7
，4
4
8
万
9
千
円
、
道
路
改
良
起
債
事
業
1
億
1
，

7
8
3
万
5
千
円
な
ど
で
す
。

〈
翌
年
度
へ
の
繰
越
事
業
〉

�

賦
課
徴
収
事
業
2
6
4
万
円
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業（
明
許
繰

越
）85
万
円
、村
道
改
良
国
庫
補
助
事
業
1
億
2
3
0
万
円
、村

営
住
宅
管
理
事
業
8
0
0
万
円
、ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業（
事
故

繰
越
）2
7
5
万
円

歳出
75億2,414万1千円

総務費
23億4,025万5千円
総務費
23億4,025万5千円

民生費
11億2,331万円
民生費
11億2,331万円

衛生費
4億4,271万6千円
衛生費
4億4,271万6千円

農林業費
2億2,923万円
農林業費
2億2,923万円

観光商工費
7億3,386万4千円
観光商工費
7億3,386万4千円

議会費
7,351万7千円
議会費
7,351万7千円

土木費
9億8,809万7千円
土木費
9億8,809万7千円

教育費
5億7,029万6千円
教育費
5億7,029万6千円

災害復旧費
3,298万3千円
災害復旧費
3,298万3千円

公債費
6億3,809万5千円
公債費
6億3,809万5千円

消防費
3億5,177万8千円

（単位：千円 .％）
令和元年度 令和 2年度
決算額 決算額 構成比 増減率

人件費 958,216 1,037,185 13.8 8.2
物件費 927,563 951,991 12.6 2.6
維持補修費 195,436 360,357 4.8 84.4
扶助費 333,035 358,436 4.8 7.6
補助費 1,675,427 2,591,052 34.4 54.7
公債費 614,658 638,095 8.5 3.8
積立金 341,636 471,751 6.3 38.1
投資・出資・貸付金 20,000 20,000 0.3 0.0
繰出金 364,850 362,209 4.8 △ 0.7
普通建設事業費 832,594 700,082 9.3 △ 15.9
災害復旧費 45,044 32,983 0.4 △ 26.8
計 6,308,459 7,524,141 100.0 19.3



◆国民健康保険事業勘定特別会計
　歳入：977,250千円
　歳出：954,786千円
　歳入・歳出とも前年度に対し減額しており、歳出の主な
要因は保険給付費が減少したことによります。村では特定
健診、人間ドック及び脳ドックの受診補助を実施しました。
令和３年度からは特定検診受診時に心電図の無料実施を
始めます。病気の早期発見・早期受診、重症化予防にこれ
からもご協力をお願いします。
　マイナンバーカードに保険証機能が付くため昨年に続
き改修費用が発生しました。各種医療機関でマイナン
バーカードが随時保険証として使用できるようになります
が、保険の異動手続きは従来どおり役場でのお手続きが
必要です。

◆後期高齢者医療特別会計
　歳入：101,696千円
　歳出：101,275千円
　75歳以上及び65歳以上で一定程度の障がいのある
方が加入する医療制度の特別会計です。
　被保険者（制度に加入している人）が、給付した保険料
を事業主体(保険者)である長野県後期広域医療広域連
合に給付したものが主な歳出で、主な歳入は被保険者が
納付した保険料です。
　令和2年度の1人当たりの平均医療費は、７５１，５９９
円で昨年度より３，０５０円の増額となりました。

◆農業集落排水事業特別会計
　歳入：4,131千円
　歳出：4,120千円
　野平地区の農業集落排水事業を運営する特別会計
です。維持補修関係及び地方債の償還が主なもので
す。令和2年度末の地方債残高は、17,503千円です。

　企業会計は、使用料金などの事業収益で運営される会計です。白馬村では、水道事業、下水道事業がこれにあたります。
　令和2年度は、世界的に新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、観光を生業としている事業者の多い本村において
も、人流を制限する施策が行われたことで企業会計にも大きな影響を及ぼしました。

　

会計名 総収益 総費用 純利益
（税抜）

53,741千円
（対前年比△36,435千円）

4,774千円
（対前年比△11,958千円）

水道事業会計

下水道事業会計

287,069千円

507,211千円

233,328千円

502,437千円

企業会計の決算

特別会計の状況
配水管布設替工事（県道白馬岳線　二股） 下水道施設布設替工事（県道白馬美麻線　反田橋）
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き改修費用が発生しました。各種医療機関でマイナン
バーカードが随時保険証として使用できるようになります
が、保険の異動手続きは従来どおり役場でのお手続きが
必要です。

◆後期高齢者医療特別会計
　歳入：101,696千円
　歳出：101,275千円
　75歳以上及び65歳以上で一定程度の障がいのある
方が加入する医療制度の特別会計です。
　被保険者（制度に加入している人）が、給付した保険料
を事業主体(保険者)である長野県後期広域医療広域連
合に給付したものが主な歳出で、主な歳入は被保険者が
納付した保険料です。
　令和2年度の1人当たりの平均医療費は、７５１，５９９
円で昨年度より３，０５０円の増額となりました。

◆農業集落排水事業特別会計
　歳入：4,131千円
　歳出：4,120千円
　野平地区の農業集落排水事業を運営する特別会計
です。維持補修関係及び地方債の償還が主なもので
す。令和2年度末の地方債残高は、17,503千円です。

　企業会計は、使用料金などの事業収益で運営される会計です。白馬村では、水道事業、下水道事業がこれにあたります。
　令和2年度は、世界的に新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、観光を生業としている事業者の多い本村において
も、人流を制限する施策が行われたことで企業会計にも大きな影響を及ぼしました。

　

会計名 総収益 総費用 純利益
（税抜）

53,741千円
（対前年比△36,435千円）

4,774千円
（対前年比△11,958千円）

水道事業会計

下水道事業会計

287,069千円

507,211千円

233,328千円

502,437千円

企業会計の決算

特別会計の状況
配水管布設替工事（県道白馬岳線　二股） 下水道施設布設替工事（県道白馬美麻線　反田橋）
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白
馬
村
財
政
健
全
化
判
断
比
率
の
公
表
に
つ
い
て

※企業会計などの資金不足はありませんでした。

水道事業会計
下水道事業会計
農業集落排水事業特別会計

－
－
－

白馬村
（早期健全化基準）
（財政再生基準）

－
（15.0）
（20.0）

－
（20.0）
（30.0）

12.2
（25.0）
（35.0）

63.8
（350.0）
（－）

実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率 将来負担比率

令和２年度決算に基づく白馬村の健全化判断比率及び資金不足比率の公表
【健全化判断比率】

　「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」に
基

づ
き
、令
和
２
年
度
決
算
数
値
か
ら
算
定
し
た
財
政
健
全
化

判
断
比
率
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
公
表
す
る
指
数
の
う
ち
、実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤

字
比
率
、資
金
不
足
比
率
に
つ
い
て
は
関
係
す
る
各
会
計
で

の
赤
字
、資
金
不
足
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、公
表
す
る
数
値
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
実
質
公
債
費
比
率
は
1
2
．2
と
悪
化
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。指
数
は
前
2
年
度
の
数
値
を
加
え
て
3
か
年
の
平
均
値

で
算
定
し
ま
す
が
、令
和
２
年
度
単
年
度
で
算
出
し
た
数
値

は
1
2
．6
で
、わ
ず
か
0
．2
ポ
イ
ン
ト
で
す
が
前
年
度
よ

り
改
善
し
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、予
算
の
枠
配
分
方
式
に
よ
り

下
水
道
事
業
会
計
へ
の
繰
り
出
し
の
抑
制
な
ど
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
将
来
負
担
比
率
は
6
3
．8
で
前
年
度
に
比
較
し
て
6
．9

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。前
年
度
と
比
較
し
て
村
債
現
在

高
も
公
営
企
業
債
へ
の
繰
り
出
し
も
減
少
し
た
わ
け
で
す
が
、

や
は
り一番
の
要
因
は
基
金
残
高
の
増
加
に
よ
り
数
値
が
改

善
し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
白
馬
村
の
健
全
化
判
断
比
率
は
他

町
村
に
比
較
し
て
高
め
で
す
が
、財

政
的
に
は
問
題
の
な
い
範
囲
の
数
値

と
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し
実
質
公
債

費
比
率
は
、今
後
も
ご
み
処
理
広
域

化
に
伴
う
施
設
建
設
整
備
事
業
債
、

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
債
な

ど
に
よ
る
償
還
額
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
た
め
、引
き
続
き
健
全
財
政
を

堅
持
す
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

【資金不足比率】

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

公
用
封
筒
に
掲
載
す
る
有
料
広
告
を
募
集
し
ま
す

白
馬
村
で
は
、村
民
の
皆
様
へ
の
各

種
情
報
提
供
及
び
地
域
経
済
の
活
性

化
並
び
に
自
主
財
源
の
確
保
等
を
目

的
と
し
て
、公
用
封
筒
に
掲
載
す
る
有

料
広
告
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
は
、

白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
又

は
担
当
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

皆
様
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

○
広
告
媒
体
及
び
枚
数
・
規
格
等

○
掲
載
位
置
：
封
筒
裏
面（
単
色
刷
り
）

○
掲
載
料
：
入
札
に
よ
り
決
定

○�

掲
載
内
容
：
白
馬
村
広
報
等
有
料
広

告
掲
載
要
綱
及
び
白
馬
村
広
報
等

有
料
広
告
掲
載
基
準
の
規
定
を
満

た
す
も
の
。

○�

申
込
受
付
期
間
：
令
和
3
年
10
月
18

日（
月
曜
日
）か
ら
同
年
11
月
17
日

（
水
曜
日
）ま
で

○�

提
出
書
類
：
白
馬
村
広
報
等
有
料
広

告
掲
載
申
込
書

　
白
馬
村
公
用
封
筒
広
告
掲
載
見
積
書

　
掲
載
広
告
原
稿
及
び
図
面

○�

選
定
基
準
：
白
馬
村
広
報
等
有
料
広

告
掲
載
審
査
会
で
審
査
の
上
、広
告

掲
載
が
適
当
と
認
め
ら
れ
る
も
の

の
う
ち
申
込
価
格
の
高
い
者
か
ら

広
告
主
と
し
て
決
定
し
ま
す
。

○�

そ
の
他
：
広
告
掲
載
を
申
し
込
ま
れ

る
方
は
、下
記
の
要
綱
等
を
事
前
に

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
１
）�白
馬
村
広
報
等
有
料
広
告
掲
載

要
綱

（
２
）�白
馬
村
広
報
等
有
料
広
告
掲
載

基
準

（
３
）�白
馬
村
公
用
封
筒
へ
の
広
告
掲

載
等
に
関
す
る
要
領

※�

右
記
要
綱
等
及
び
申
込
書
・
見
積
書

は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712

公告を掲載する封筒 作成枚数 広告枠の規格

納税通知書用封筒
縦120㎜×横230㎜ 20,000枚 縦60㎜

横80㎜

募集枠数 最低価格 担当課(申込場所)

最大2枠 40,000円 税務課
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な
る
ほ
ど
！
村
税
情
報
Vol.7

村
税
の
納
付
は
安
心
・
便
利
・
確

実
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま

す
！

「
安
心
」：�

納
付
に
必
要
な
現
金
を
保
管
し

た
り
、持
ち
歩
い
た
り
す
る
必
要

が
あ
り
ま
せ
ん
！

「
便
利
」：�

納
期
の
た
び
に
金
融
機
関
の
窓

口
に
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
！

「
確
実
」：�

納
期
ご
と
自
動
的
に
振
り
替
え

ら
れ
ま
す
の
で
、納
め
忘
れ
の
心

配
が
あ
り
ま
せ
ん
！

◆
口
座
振
替
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
税
目

村
県
民
税（
普
通
徴
収
）

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

国
民
健
康
保
険
税

◆
口
座
振
替
が
で
き
る
金
融
機
関

大
北
農
業
協
同
組
合
・
八
十
二
銀
行
・
長

野
銀
行
・
松
本
信
用
金
庫
・
ゆ
う
ち
ょ
銀

行（
郵
便
局
）

◆
お
手
続
き
に
必
要
な
も
の

金
融
機
関
の
通
帳

通
帳
の
お
届
け
印

納
税
通
知
書

村
税
等
口
座
振
替
依
頼
書（
白
馬
村
役
場

税
務
課
、村
内
金
融
機
関
に
設
置
）

◆
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
方
法

　
「
村
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」に
必
要

事
項
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、押
印
の
上
、

直
接
ご
希
望
の
振
替
口
座
の
金
融
機
関
へ

ご
提
出
く
だ
さ
い
。

◆�

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
に
あ
た
っ
て

の
注
意
点

・
軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

　

軽
自
動
車
税
の
口
座
振
替
は
、所
有
さ

れ
て
い
る
車
両
全
て
に
つ
い
て
口
座
振
替

と
な
り
ま
す
。

・
名
義
変
更
が
あ
っ
た
場
合

　

固
定
資
産
税
、軽
自
動
車
税
に
つ
き
ま

し
て
は
、名
義
が
変
更
と
な
っ
た
場
合
は
、

再
度
変
更
後
の
名
義
に
て
口
座
振
替
の
お

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
納
税
義
務
者
が
共
有
名
義
の
場
合

　
共
有
名
義
分
の
口
座
振
替
を
希
望
す
る

方
は
、個
人
名
義
の
依
頼
書
と
は
別
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。共
有
名
義
の
納
税
通

知
書
を
ご
確
認
い
た
だ
き「
外
○
名
」と

記
入
し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
一
定
期
間
ご
利
用
が
無
か
っ
た
場
合

　

お
申
し
込
み
頂
い
た
の
ち
、一
定
期
間

に
わ
た
っ
て
口
座
振
替
が
な
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
は
、再
度
お
申
し
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

※�

一
定
期
間
、
口
座
振
替
の
実
績
が
な

か
っ
た
場
合
、金
融
機
関
に
お
い
て
口

座
振
替
取
消
処
理
が
な
さ
れ
、口
座
振

替
が
で
き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
期
限

　

口
座
振
替
の
お
申
し
込
み
は
、ご
希
望

の
振
替
開
始
納
期
限
の
１
か
月
前
ま
で
に

「
村
税
等
口
座
振
替
依
頼
書
」が
白
馬
村
役

場
へ
到
着
す
る
よ
う
ご
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。到
着
期
限
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た

場
合
は
、ご
希
望
の
振
替
開
始
期
別
の
翌

期
か
ら
の
引
き
落
と
し
開
始
と
な
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※�「
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
」を
ご
指
定
の
場
合

は
、依
頼
書
が
白
馬
村
役
場
税
務
課
に

到
着
す
る
ま
で
に
お
時
間
が
か
か
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◆
口
座
振
替
日
に
つ
い
て

　

振
替
日
は
各
納
期
の
最
終
日（
納
期
限

日
）に
な
り
ま
す
。納
期
限
に
つ
い
て
は

村
税
の
納
期
一
覧
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

◆
再
振
替

　
納
期
限
日
に
残
高
不
足
に
よ
り
口
座
振

替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合
、再
度
、口
座

振
替
が
行
わ
れ
ま
す（
再
振
替
）。再
振
替

日
や
振
替
額
等
の
詳
し
い
内
容
は
対
象
の

方
に
お
送
り
す
る「
口
座
再
振
替
通
知
は

が
き
」で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆
口
座
振
替
に
関
す
る
よ
く
あ
る
ご
質
問

Q
：�

記
載
し
た「
村
税
等
口
座
振
替
依
頼

書
」は
ど
こ
に
提
出
し
ま
す
か
？

A
：�

届
出
印
を
照
合
す
る
た
め
、引
落
口

座
の
金
融
機
関
の
窓
口
に
ご
提
出
く

だ
さ
い
。

Q
：�

振
替
日
の
当
日
に
入
金
し
ま
し
た
が
、

口
座
振
替
に
間
に
合
い
ま
す
か
？

A
：�

口
座
振
替
が
行
わ
れ
る
時
間
や
回
数

は
、各
金
融
機
関
で
違
い
ま
す
の
で
、

前
日
ま
で
に
必
ず
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

Q
：�

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し

て
い
ま
す
が
、車
検
に
使
う
納
税
証

明
書
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

A
：�

軽
自
動
車
税
を
口
座
振
替
で
納
付
さ

れ
て
い
る
方
に
対
し
、振
替
が
で
き
た

こ
と
を「
口
座
振
替
済
通
知
書
兼
納

税
証
明
書
」で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

そ
の
口
座
振
替
済
通
知
書
の
中
に
、
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お問合せ　白馬村役場　税務課　電話 :0261-85-0712

振替日（納期限） 税目
4 月 26 日 固定資産税 1 期
5 月 25 日 軽自動車税 1 期

6 月 30 日
村県民税１期
国民健康保険税 1 期

7 月 26 日
固定資産税 2 期
国民健康保険税 2 期

8 月 25 日
村県民税 2 期
国民健康保険税 3 期

9 月 27 日 国民健康保険税 4 期

■納付方法・納付場所 村
税
・
料
金
の
お
支
払
い
に
つ
い
て   お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714　

税務課　電話：0261-85-0712　住民課　電話：0261-85-0715

上下
水道料金

後期高齢者
医療保険料

国民健康
保険税 村県民税

口座振替 ◯ ◯ ◯ ◯

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯ ◯ ◯

現金払
（コンビニエンスストア） ◯ − ◯ ◯

クレジットカード決済　※ 1

（税務課窓口及びインターネット） − − ◯ ◯

スマートフォン決裁
（PayPay または LINE Pay） − − ◯ ◯

10
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

村
県
民
税	

第
３
期
分

国
民
健
康
保
険
税	

第
５
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料	

第
３
期
分

上
下
水
道
料
金	

10
月
請
求
分

納期限及び
口座振替日

10
25月

※1：税務課窓口では3.24%、インターネットでは税額に応じた手数料が別途かかります。

振替日（納期限） 税目

10 月 25 日
村県民税 3 期
国民健康保険税 5 期

11 月 25 日 国民健康保険税 6 期

12 月 27 日
固定資産税 3 期
国民健康保険税 7 期

1 月 25 日
村県民税 4 期
国民健康保険税 8 期

2 月 25 日
固定資産税 4 期
国民健康保険税 9 期

3 月 22 日 国民健康保険税 10 期

車
検
に
使
用
で
き
る「
軽
自
動
車
税

納
税
証
明
書（
車
検
用
）」を
添
付
し

て
い
ま
す
の
で
、証
明
書
と
し
て
ご

使
用
く
だ
さ
い
。

   �

な
お
、こ
の
通
知
書
は
、毎
年
６
月 

上
旬
頃
発
送
し
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
度
上
半
期
の
村
長
交
際
費

支
出
内
訳
の
公
表
に
つ
い
て

支出日 摘     要 金額（円）

6 月 10 日 告別式　香典 10,000

6 月 10 日 告別式　生花 7,500

6 月 29 日 2021 原水爆禁止国民平和大行進　
激励金 5,000

7 月 15 日 反核平和の火リレー　激励金 5,000

7 月 25 日 告別式　香典 30,000

交
際
費
と
は
、地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
た

歳
出
予
算
区
分
の
ひ
と
つ
で
、村
政
の
円
滑
な

推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、村
長
が
村
を
代

表
し
て
外
部
と
交
際
す
る
た
め
に
要
す
る
経
費

で
す
。
公
表
す
る
内
容
は
、支
出
日
・
摘
要
・
金
額

で
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
個
人
氏
名
の

公
開
は
差
し
控
え
て
い
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
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屋
外
広
告
物
の
倒
壊
事
故
が
発
生
！

安
全
点
検・設
置
ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底
を
！

教
育
委
員
に
松
沢
亨
さ
ん
が

就
任
し
ま
し
た

白
馬
村
は
、良
好
な
景
観
の
形
成
の
た
め

に
、長
野
県
屋
外
広
告
物
条
例
に
よ
り
、屋

外
広
告
物
特
別
規
制
地
域
の
指
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

屋
外
広
告
物
特
別
規
制
地
域
で
は
、施
設

名
・
事
業
所
名
等
を
表
示
し
た
看
板
や
の
ぼ

り
旗
等
の
屋
外
広
告
物
を
設
置
す
る
際
に
は

事
前
に
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。
ま
た
、事

業
所
・
営
業
所
ご
と
に
、表
示
面
積
の
合
計

が
10
㎡
ま
で
で
、色
彩
が
彩
度
は
15
以
上
の

鮮
や
か
な
色
の
看
板
や
、動
光
板
・
点
滅
照

明
等
の
表
示
・
設
置
が
禁
止
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
無
許
可
で
の
広
告
物
設
置
や
、禁
止
さ

れ
て
い
る
広
告
物
を
設
置
し
て
い
る
場
合
は
、

速
や
か
に
改
修
・
撤
去
・
申
請
等
の
改
善
措
置

を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、今
年
度
、長
野
県
内
に
お
い
て
、県

道
沿
い
に
設
置
さ
れ
て
い
た
屋
外
広
告
物
の

倒
壊
に
よ
る
、通
行
人
の
負
傷
及
び
通
行
車

両
が
損
傷
す
る
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

倒
壊
し
た
屋
外
広
告
物
は
、適
切
な
安
全

点
検
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、支
柱
根
本
が
腐

食
し
、強
風
の
影
響
を
受
け
倒
壊
し
た
も
の

で
す
。

雪
が
多
い
白
馬
村
に
お
い
て
は
、強
風
だ

け
で
な
く
積
雪
に
よ
る
倒
壊
の
可
能
性
も
あ

り
ま
す
の
で
、本
体
及
び
取
り
付
け
部
等
の

変
形
腐
食
、ボ
ル
ト
及
び
ビ
ス
等
の
錆
・
緩

み
、表
示
面
の
破
損
・
剥
離
等
の
安
全
点
検

実
施
の
上
、適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
行
政
サ
イ
ト

−

組
織
か
ら
探
す

−

建
設

課 
建
設
係

−

景
観 

−

屋
外
広
告
物
規
制
）

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

伊
藤
公
一
さ
ん
の
任
期

満
了
に
伴
い
、新
た
に
松
沢

亨
さ
ん（
佐
野
区
）が
委
員

と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
、令
和
３
年
10
月

1
日
か
ら
令
和
7
年
9
月

30
日
ま
で
の
４
年
間
で
す
。

お問合せ　白馬村役場　建設課　電話 :0261-85-0724

お問合せ　
白馬村役場　建設課　電話 :0261-85-0724

お問合せ　白馬村教育委員会事務局　
教育課　電話 :0261-85-0738

入　札　日 令和 3 年 9 月 2 日

工　事　名 令和 3 年度　舗装修繕工事

工 事 箇 所 白馬村　字　和田野　その２

落　札　者 有限会社　ダイトー工業

落札決定額 3,135,000 円

入　札　者

株式会社　大糸

姫川建設　株式会社

株式会社　落田

株式会社　白馬三津野

有限会社　ダイトー工業

入
札
結
果
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お問合せ　白馬村役場　住民課　電話：0261-85-0715

生ごみを減らしましょう
ごみ減量のカギは『生ごみ』の減量です

補助制度を活用し生ごみの自家処理に挑戦してみませんか。
自家処理する方法は様々です。各家庭の事情にあった自家処理方法を見つけましょう。
白馬村では、生ごみの自家処理に取り組む村民の方に次のような補助制度を用意しています。

★わくわくコンポストとは
営業施設など大量に生ごみが発生する方に最適です。一般家庭数件が共
同で実践されている事例もあります。
毎日発生する生ごみを日々この木枠に入れ、「バイオＺ」という専用の菌
をふりかけ、その上にもみ殻（又はそば殻）をサンドイッチ状に積み重ねて
いき、1日で20～30リットルくらいの生ごみを処理することが可能です。
市販されている発酵促進剤も使用可能です。
購入を希望される方は、住民課までご相談ください。

生ごみ処理機補助制度

補助金申請の流れ

種　別 補助金 詳細 備　考

家庭用電気式生ごみ処理機 購入金額の３分の２以内とし、
４万円を限度とする

１年度につき１世帯当たり
１基までです 一般家庭向き

わくわくコンポスト…★
（木枠コンポスト型生ごみ処理機）

１基当たりにつき、購入額の
３分の２以内とし、１万５千円

を限度とする

バイオＺは住民課で
販売しています 営業施設向き

バケツ型コンポスト
（プラスチック製生ごみ堆肥化容器）

１基当たりにつき、購入額の
３分の２以内とし、１万５千円

を限度とする
一般家庭向き

生ごみ堆肥化基材「ぱっくん」
（段ボール式堆肥化基材）

１個につき３８２円
（１個２８４円で購入できます）

「Ａ・コープ白馬店ハピア」で
販売しています

（通常は１個６６６円で販売）
一般家庭向き

白
馬
村
役
場

販
売
店

申請者（白馬村民）
補助条件：
・村内に住民票を有し、居住して

いる者であること
・村税等の滞納が無いこと
・電気式は１年度につき１世帯

当たり１基まで

補助金：
・購入金額の３分の２以内
・電気式　上限４万円
・コンポスト（バケツ型、木枠型）
 上限１万５千円　

③申請書及び請求書
・添付書類
設置写真
領収書
仕様書〔 〕

④決定通知
⑤補助金（振込）

⑥処理量情報

①代金支払い

②生ごみ処理機
設置



10

第
51
回
白
馬
村
文
化
祭
に

つ
い
て

白
馬
村
図
書
館
等
複
合
施
設
検
討
委
員
会
の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す

お問合せ　白馬村公民館　電話：0261-85-0726

お問合せ　白馬村教育委員会事務局　生涯学習スポーツ課　電話：0261-85-0726

今
年
度
の
村
文
化
祭
は
11
月
５
日

（
金
曜
日
）か
ら
７
日（
日
曜
日
）に
か
け

て
ウ
イ
ン
グ
21
で
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

で
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
中
で
は
あ

り
ま
す
が
、学
習
活
動
の
成
果
を
発
表

す
る
場
と
し
て
、多
く
の
村
民
の
皆
様

に
ご
来
場
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、対
策
を
し
た
う
え
で「
作

品
展
示
」は
例
年
通
り
の
開
催
を
し
ま

す
。
ホ
ー
ル
で
の「
ス
テ
ー
ジ
芸
能
発

表
」は
、当
日
に
観
客
を
入
れ
て
の
発

表
は
難
し
い
た
め
、ユ
ー
テ
レ
白
馬
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、無
観
客
で
の
撮

影
を
行
い
後
日
放
映
と
い
う
形
と
な
り

ま
し
た
。

ま
た
、「
バ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
出
店
」は
食
品
以
外
の
も
の
は
可
と

し
、食
品
に
つ
き
ま
し
て
は『
個
包
装

で
持
ち
帰
り（
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
）品
の
み
』

と
し
ま
し
た
。

　

白
馬
村
図
書
館
等
複
合
施
設
に
つ
い
て
は
、令
和
元

年
度
に
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
が
、候
補
地
の
見

直
し
に
合
わ
せ
て
、基
本
計
画
の
各
種
内
容
に
つ
い
て

も
必
要
に
応
じ
て
改
め
て
検
討
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
、「
図
書
館
等
複
合
施

設
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
て
幅
広
い
立
場
の
方
々
と

対
話
・
協
議
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
広
く
村
民
の
意
見
を
反
映
す
る
と
と
も
に
議
論
へ
の

参
加
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、検
討
委
員
会

の
公
募
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

＊�

会
議
は
原
則
と
し
て
公
開
し
ま
す
の
で
、ご
承
知
の

う
え
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

１
．募
集
概
要

（
1
）募
集
人
数　
若
干
名

（
2
）�任　
　

期　

委
嘱
の
日
か
ら
令
和
4
年
9
月
30
日

ま
で（
予
定
）

（
3
）開
催
回
数　
年
4
～
5
回
程
度

（
4
）�そ 

の 

他　
会
議
は
平
日
の
午
後
、1
回
あ
た
り
2

時
間
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
　
謝
礼
を
お
支
払
い
し
ま
す
。（
3
，8
0
0
円
／
回
）

２
．応
募
資
格

（
1
）�白
馬
村
に
住
所
登
録
し
て
い
る
20
歳
以
上（
令
和

3
年
10
月
1
日
現
在
）の
方

（
2
）�他
の
審
議
会
等
の
公
募
に
よ
る
委
員
に
選
任
さ
れ

て
い
な
い
方

（
3
）�行
政
区
に
加
入
し
て
い
る
な
ど
、地
域
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
い
る
方

３
．応
募
方
法

　
応
募
申
込
書
を
白
馬
村
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学

習
ス
ポ
ー
ツ
課
に
持
参
、郵
送
、F
A
X
ま
た
は
電
子

メ
ー
ル
に
よ
り
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
：
令
和
3
年
11
月
4
日（
木
曜
日
）

＊�

郵
送
の
場
合
は
11
月
4
日（
木
曜
日
）ま
で
の
消
印
有

効
、持
参
・
F
A
X
・
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
は
11
月
4

日（
木
曜
日
）午
後
5
時
ま
で
に
提
出
・
送
信
し
て
く

だ
さ
い
。

４
．応
募
申
込
書
の
配
布
場
所

（
1
）�白
馬
村
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ

課
窓
口

（
2
）�白
馬
村
行
政
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の「
白
馬
村

図
書
館
等
複
合
施
設
検
討
委
員
会
」の
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

５
．選
考

　

提
出
さ
れ
た
応
募
申
込
書
に
よ
り
選
考
を
行
い
、11

月
中
旬
に
本
人
に
通
知
し
ま
す
。
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白
馬
村
の
ナ
ラ
枯
れ
被
害
に
つ
い
て

有
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
に
注
意

し
ま
し
ょ
う

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話 :0261-85-0766

お問合せ　白馬村役場　農政課　電話：0261-85-0766

○
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
状
況

1
9
8
0
年
代
末
よ
り
、日
本
海
側
の
地

方
を
中
心
に
各
地
で
カ
シ
、ナ
ラ
類
が
大
量

に
枯
死
す
る
現
象
が
発
生
し
、長
野
県
で
は
、

2
0
0
4
年
に
信
濃
町
・
飯
山
市
で
初
め
て

被
害
が
確
認
さ
れ
、白
馬
村
で
は
2
0
0
9

年
和
田
野
区
・
ど
ん
ぐ
り
区
で
ナ
ラ
枯
れ
被

害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
村
で
は
、

防
除
対
策
を
実
施
し
て
ナ
ラ
枯
れ
の
拡
大
を

防
止
し
た
結
果
、最
近
ま
で
ナ
ラ
枯
れ
は
、

ほ
と
ん
ど
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

し
か
し
、令
和
２
年
の
夏
に
岩
岳
地
区
と

ど
ん
ぐ
り
地
区
で
ナ
ラ
枯
れ
被
害
が
発
見
さ

れ
、村
で
は
令
和
３
年
度
に
ナ
ラ
枯
れ
防
除

対
策
事
業
と
し
て
被
害
木
の
伐
倒
燻
蒸
や
薬

剤
注
入
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
後
９
月
頃

に
、岩
岳
地
区
の
山
林
で
ナ
ラ
枯
れ
が
発
生

し
、被
害
拡
大
が
止
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ナ

ラ
枯
れ
の
原
因
は
、ナ
ラ
菌
を
持
っ
た
カ
シ

ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
カ
シ
、ナ
ラ
類
に
大

量
に
穿
孔
し
、樹
体
内
で
ナ
ラ
菌
を
蔓
延
さ

せ
、通
水
が
阻
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
ま
す
。
令
和
３
年
度
は
異
常
気

象
に
よ
る
春
の
冷
害
や
、夏
の
酷
暑
に
よ
り

樹
木
が
弱
っ
て
い
た
こ
と
も
被
害
拡
大
の
一

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

○
ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
を
受
け
る
樹
種

　
ミ
ズ
ナ
ラ
、コ
ナ
ラ
、カ
シ
ワ
、ク
ヌ
ギ
、ク

リ
等

○
ナ
ラ
枯
れ
の
特
徴

①�

紅
葉
の
時
期
で
は
な
い
の
に
、真
夏
～
晩

夏
に
か
け
て
急
に
葉
が
し
お
れ
は
じ
め
、

茶
色
や
赤
茶
色
に
枯
れ
る
。

②�

幹
に
は
根
元
か
ら
５
m
ぐ
ら
い
の
高
さ
ま

で
、カ
シ
ノ
ナ
ガ
キ
ク
イ
ム
シ
が
穿
入
し

た
直
径
２
㎜
ほ
ど
の
穴
が
た
く
さ
ん
開
い

て
い
る
。

③�

穴
か
ら
は
大
量
の
フ
ラ
ス（
粉
状
の
木
く

ず
と
虫
の
排
泄
物
が
混
じ
っ
た
も
の
）が

出
て
、根
元
や
樹
皮
に
堆
積
し
て
い
る
。

○
令
和
３
年
度
の
取
り
組
み

①�
被
害
地
区
住
民
へ
の
周
知
と
協
力
依
頼

　
ナ
ラ
枯
れ
被
害
報
告
、ナ
ラ
枯
れ
調
査

②�

ナ
ラ
枯
れ
の
防
除
対
策

　
被
害
木
の
伐
倒
燻
蒸
、樹
幹
注
入（
薬
剤
）

○
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

・
ナ
ラ
枯
れ
被
害
の
現
地
調
査
実
施

・�

被
害
木
の
伐
倒
燻
蒸（
６
月
ま
で
に
）の
実

施
・�

被
害
拡
大
防
止
の
た
め
の
森
林
整
備（
間
伐

等
）の
実
施

ナラ枯れ被害箇所　　

被害木の状況

　
例
年
、秋
に
な
る
と
有
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
が
集
中
し
て
発
生

し
て
い
ま
す
。村
民
の
皆
様
は
、次
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
注
意
し
て
、

有
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

有
毒
き
の
こ
に
よ
る
食
中
毒
予
防
の
ポ
イ
ン
ト

〇�

知
ら
な
い
き
の
こ
は
採
ら
な
い
、食
べ
な
い
、売
ら
な
い
、人
に
あ
げ

な
い
。

〇
食
べ
ら
れ
る
き
の
こ
の
特
徴
を
完
全
に
覚
え
る
。

〇
誤
っ
た
言
い
伝
え
や
迷
信
を
信
じ
な
い
。

　
×「
柄
が
縦
に
裂
け
る
き
の
こ
は
食
べ
ら
れ
る
」

　
×「
ナ
ス
と
一
緒
に
煮
る
と
毒
消
し
に
な
る
」　
な
ど

・�

も
し
、き
の
こ
食
中
毒
だ
と
思
っ
た
ら
、す
ぐ
に
医
師
の
診
察
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

・�

食
べ
た
も
の
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、受
診
の
際
、お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
で
は
き
の
こ
に
詳
し
い
方
を「
き
の
こ
衛
生
指
導
員
」と
し

て
委
嘱
し
、き
の
こ
に
関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　
「
き
の
こ
衛
生
指
導
員
」に
よ
る
鑑
別
相
談
に
つ
い
て
は
最
寄
り
の

保
健
福
祉
事
務
所（
保
健
所
）の
食
品
衛
生
相
談
窓
口
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

〇�

有
毒
き
の
こ
の
鑑
別
方
法
は
左
記
の
ア
ド
レ
ス
を
参
考
に
し
て
く

だ
さ
い
。

　
「
有
毒
き
の
こ
に
ご
注
意
を
！
」（
長
野
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

　

https://w
w
w
.pref.nagano.lg.jp/shokusei/kenko/

shokuhin/shokuchudoku/dokukinoko.htm
l
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裁
判
員
制
度　
ま
も
な
く
名
簿
記
載
通
知
が
発
送
さ
れ
ま
す

◇
裁
判
員
候
補
者
名
簿
が
で
き
る
ま
で

裁
判
員
候
補
者
名
簿
は
、市
区
町
村
の
選
挙
管
理
委
員
会
が
選
挙
人
名

簿
か
ら
く
じ
で
無
作
為
抽
出
し
た
名
簿
を
基
に
全
国
の
地
方
裁
判
所
で
作

成
さ
れ
ま
す
。

令
和
4
年
の
名
簿
に
登
録
さ
れ
る
人
数
は
、全
国
で
約
23
万
3
0
0
0

人
で
す（
選
挙
人
名
簿
登
録
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、約
4
5
3
人
に
1

人
）。

◇
裁
判
員
候
補
者
名
簿
記
載
通
知
に
つ
い
て

令
和
4
年
の
裁
判
員
候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
は
、本
年
11
月

中
旬
に
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
の
通
知（
名
簿
記
載
通
知
）を
お
送
り
し

ま
す
。
こ
の
通
知
は
、来
年
2
月
こ
ろ
か
ら
の
約
1
年
間
に
裁
判
所
に
お
越

し
い
た
だ
き
、裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
お
伝

え
し
、あ
ら
か
じ
め
心
づ
も
り
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の

段
階
で
は
、ま
だ
具
体
的
な
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

ま
た
、名
簿
記
載
通
知
と
併
せ
て
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。
こ
の
調
査

票
は
、裁
判
員
候
補
者
の
方
の
事
情
を
早
期
に
把
握
し
、調
査
票
の
ご
回
答

の
内
容
に
よ
り
、1
年
を
通
じ
て
明
ら
か
に
辞
退
が
認
め
ら
れ
る
場
合
等

に
は
裁
判
所
に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
に
し
て
、裁
判
員
候

補
者
の
方
々
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
お
送
り
す
る
も
の
で
す
の
で
、

お
尋
ね
す
る
項
目
に
当
て
は
ま
ら
な
い
方
は
、返
送
し
て
い
た
だ
く
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

辞
退
の
申
出
が
で
き
る
時
期
や
期
間
等
に
何
ら
の
制
限
を
設
け
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
調
査
票
で
辞
退
を
申
し
出
な
か
っ
た
場
合

で
も
、実
際
の
事
件
の
裁
判
員
候
補
者
に
選
ば
れ
た
際
に
お
送
り
す
る
質

問
票
で
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
、裁
判
所
で
行
わ
れ
る
選
任

手
続
の
際
に
辞
退
を
申
し
出
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

お問合せ
裁判員制度ウェブサイト http://www.saibanin.courts.go.jp/

裁判所ウェブサイト http://www.courts.go.jp/



13

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？
　
白
馬
の
す
い
ど
う（
第
12
回
）

汚
水
処
理
の
あ
れ
こ
れ
③

脱
水
汚
泥
の
処
理

産
業
廃
棄
物
と
し
て
搬
出
さ
れ
た
脱
水

汚
泥
は
、様
々
な
方
法
で
処
分
さ
れ
て
い
ま

す
。
多
く
の
処
分
方
法
は
、脱
水
汚
泥
を
資

源
化
す
る
こ
と
で
有
効
活
用
し
て
い
ま
す
。

白
馬
村
か
ら
搬
出
さ
れ
る
脱
水
汚
泥
は
、堆

肥
工
場
で
堆
肥
の
原
料
と
な
る
か
、セ
メ
ン

ト
工
場
で
セ
メ
ン
ト
の
原
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

堆
肥
工
場
に
つ
い
て
は
想
像
に
難
く
な

い
で
し
ょ
う
。
微
生
物
を
大
量
に
含
む
汚

泥
は
植
物
に
と
っ
て
は
ご
ち
そ
う
で
す
。

一
般
に
流
通
し
て
い
る
肥
料
に
は
、脱
水
汚

泥
を
原
料
と
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

次
に
セ
メ
ン
ト
工
場
で
す
。
セ
メ
ン
ト

工
場
で
作
ら
れ
る
セ
メ
ン
ト
の
原
料
の
ひ

と
つ
が
、脱
水
汚
泥
と
な
っ
て
い
ま
す
。
セ

メ
ン
ト
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
原
料
で
す
か
ら
、

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
あ
な
た
の
家
の
基
礎
や

壁
に
使
わ
れ
て
い
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
、

脱
水
汚
泥
が
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
！

で
す
が
ご
安
心
く
だ
さ
い
。
セ
メ
ン
ト

材
料
と
し
て
工
場
に
運
び
込
ま
れ
た
脱
水

汚
泥
は
、セ
メ
ン
ト
の
最
も
主
要
な
材
料
と

な
る
石
灰
石
と
混
ぜ
ら
れ
た
後
、1
0
0
0

度
を
超
え
る
超
高
温
で
焼
か
れ
る
た
め
、臭

い
の
原
因
と
な
る
微
生
物
は
全
て
焼
き
尽

く
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
し
、コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
見
た
目
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
町
村
や
下
水
道
の
事
業
体
に
よ
っ
て

は
、埋
め
立
て
の
処
分
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、白
馬
村
か
ら
搬
出
す
る

脱
水
汚
泥
の
再
資
源
化
率
は
1
0
0
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。お

わ
り
に

今
回
は
3
回
に
わ
た
っ
て
浄
化
セ
ン
タ
ー

に
流
れ
込
ん
だ
汚
水
の
処
理
、と
り
わ
け
微

生
物
に
つ
い
て
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
少
し
難
し
い
お
話
と
な
り
ま

し
た
が
、い
か
が
で
し
た
か
？

締
め
く
く
り
に
こ
の
記
事
を
読
ん
で
い

る
皆
さ
ん
、下
水
道
の
み
な
ら
ず
浄
化
槽
を

お
使
い
の
方
に
も
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

今
回
ご
説
明
し
た
通
り
、浄
化
セ
ン
タ
ー

で
は
汚
水
の
中
で
微
生
物
を「
飼
っ
て
」い

ま
す
。
下
水
道
の
な
い
と
こ
ろ
で
各
家
庭

に
設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
も
、同
様
に
微
生
物

を「
飼
う
」方
法
で
汚
水
を
処
理
し
て
い
ま

す
。微

生
物
は
か
な
り
た
く
ま
し
く
、ち
ょ
っ

と
や
そ
っ
と
の
こ
と
で
や
ら
れ
は
し
ま
せ
ん
。

と
は
い
え
生
物
で
す
の
で
熱
や
科
学
的
な

物
質
に
は
極
め
て
弱
い
の
で
す
。

ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
油
で
す
。
食
品

油
や
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料
は
排
水
口
に

は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。特
に
食
品
油
は
、

排
水
管
の
中
で
固
ま
り
、詰
ま
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
の
で
絶
対
に
流
さ
な
い
で
く
だ
さ

い
。
食
品
油
は
固
化
剤
や
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー

パ
ー
な
ど
を
使
っ
て
、燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。
使
わ
な
い
燃
料
は
ガ

ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
等
で
回
収
し
て
い
ま
す
。

続
い
て
、農
薬
や
そ
の
他
の
薬
品
で
す
。

こ
ち
ら
も
微
生
物
が
死
ん
で
し
ま
い
ま
す

の
で
、排
水
口
に
は
流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、排
水
口
を
掃
除
す
る
薬
品
に
つ
い
て

も
、一
度
に
大
量
に
使
用
す
る
と
微
生
物
に

悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
の
で
、製
品
に
記

載
の
使
用
方
法
を
必
ず

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

微
生
物
が
死
ん
で

し
ま
う
と
、浄
化
セ
ン

タ
ー
の
構
造
上
、放
流

を
止
め
る
こ
と
は
で
き

な
い
た
め
、汚
水
が
き

れ
い
に
な
ら
な
い
ま
ま

姫
川
へ
放
流
さ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
も
微

生
物
を
殺
す
成
分
を
含

ん
だ
ま
ま
…

こ
れ
が
浄
化
槽
と
な
る
と
、排
水
口
か
ら

浄
化
槽
ま
で
全
て
持
ち
主
の
方
が
修
繕
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
の
財

産
を
守
る
た
め
、住
環
境
を
守
る
た
め
に
も
、

許
可
さ
れ
た
物
以
外
を
排
水
口
に
流
し
込

ま
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
浄
化
槽

の
放
流
先
は
、ご
自
身
の
土
地
で
す
か
ら
…

ま
た
、下
水
道
を
ご
利
用
の
方
も
、下
水

道
管
や
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
村
の
財
産
で
す

の
で
、修
繕
に
は
税
金
な
ど
が
充
て
ら
れ

ま
す
。
他
の
事
業
に
使
わ
れ
る
予
定
の
予

算
が
修
繕
に
回
さ
れ
る
こ
と
は
、回
り
ま

わ
っ
て
皆
さ
ん
に
と
っ
て
も
良
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
村
の
た
め
、ひ
い
て
は
皆

さ
ん
の
た
め
に
も
、下
水
道・
浄
化
槽
の
適

切
な
利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

お問合せ　白馬村役場　上下水道課　電話：0261-85-0714

浄化センターから汚泥を搬出する様子
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シ
リ
ー
ズ
　
障
害
福
祉
計
画
・
障
害
児
福
祉
計
画
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
　
№
６

【
白
馬
村
の
障
が
い
者
を
取
り
巻
く
現
状
等
に
つ
い
て 

P
a
r
t
4
】

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

今
月
号
は
、先
月
号
に
引
き
続
き
白
馬
村
の
障
が
い

者
を
取
り
巻
く
現
状
等
に
つ
い
て
で
す
。

　
今
回
は
、自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
）に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

○�

自
立
支
援
医
療（
精
神
通

院
医
療
）っ
て
ど
の
よ
う

な
も
の
？

　自
立
支
援
医
療（
精
神
通
院
医
療
）は
、精
神
に
よ
る

疾
患
で
、通
院
医
療
が
継
続
的
に
必
要
な
方
の
医
療
費

（
薬
剤
費
も
含
み
ま
す
）の
自
己
負
担
分
を
公
費
で
負
担

す
る
制
度
で
す
。

　
※
入
院
は
対
象
外
で
す
。

　
審
査
は
長
野
県
が
行
い
、有
効
期
間
は
１
年
間
で
す
。

・
制
度
の
対
象
及
び
医
療
の
範
囲
は
左
表
の
と
お
り
で

す
。

内

　容

対 

象

う
つ
病
、統
合
失
調
症
等
の
精
神
疾

患
を
有
し
、通
院
に
よ
る
精
神
医
療

を
継
続
的
に
要
す
る
程
度
の
病
状
に

あ
る
方（
精
神
症
状
が
改
善
し
て
い

て
も
そ
の
状
態
を
維
持
し
、か
つ
再

発
を
予
防
す
る
た
め
に
通
院
医
療
を

継
続
す
る
必
要
の
あ
る
場
合
も
対
象
）

医
療
の
範
囲

精
神
疾
患
及
び
精
神
疾
患
に
起
因
し

て
生
じ
た
病
態
に
対
す
る
通
院
に
よ

る
医
療（
医
療
保
険
の
適
用
に
な
る

も
の
に
限
る
）

・自
己
負
担
及
び
上
限
月
額
に
つ
い
て・・・

　
こ
の
制
度
を
利
用
す
る
と
、自
己
負
担
額
は
原
則
1

割
と
な
り
ま
す
。（
生
活
保
護
を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

自
己
負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
）

　
な
お
、自
己
負
担
額
の
軽
減
措
置
と
し
て
、「
世
帯
」

の
所
得
等
に
応
じ
て
、2
，5
0
0
円
・
5
，0
0
0
円
・

１
０
，0
0
0
円
・
２
０
，0
0
0
円
の
自
己
負
担
上
限

額
月
額
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

※�

２
０
，0
0
0
円
の
方
は
、令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で

の
経
過
措
置
で
す
。

※�

白
馬
村
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
、

白
馬
村
よ
り
自
己
負
担
額
の
助
成
が
あ
り
ま
す
。

・申
請
を
ご
希
望
の
場
合
は・・・

（
注
意
！
：
申
請
可
能
な
医
療
機
関
は
、長
野
県
か
ら
指

定
を
受
け
た
医
療
機
関
か
つ
原
則
、病
院
・
診
療
所
、薬

局
、訪
問
看
護
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
１
ヶ
所
ず
つ
と
な
り

ま
す
）

１
．�主
治
医
等
に
ご
相
談
し
、診
断
書（
精
神
通
院
医
療

用
）を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。（
様
式
は
健
康
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
）

２
．�診
断
書（
精
神
通
院
医
療
用
）が
ご
用
意
で
き
ま
し

た
ら
、自
立
支
援
医
療
費（
精
神
通
院
）支
給
認
定
申

請
書（
様
式
は
健
康
福
祉
課
に
あ

り
ま
す
）、税
務
情
報
の
閲
覧
及

び
提
供
に
関
す
る
同
意
書（
様
式

は
健
康
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
）、

お
持
ち
の
健
康
保
険
証（
写
し
）、

障
害
年
金
等
を
受
給
さ
れ
て
い

る
方
は
、昨
年
中
に
受
給
し
た
額

の
確
認
で
き
る
書
類（
振
込
通
知

書
や
振
込
み
さ
れ
た
預
金
通
帳

の
写
し
な
ど
）と
共
に
健
康
福
祉

課
へ
申
請
く
だ
さ
い
。

３
．�長
野
県
に
お
い
て
、交
付
可
否
を
審
査
し
ま
す
。（
概

ね
２
ヶ
月
程
か
か
り
ま
す
）

※�

受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
１
年
間
と
な
り
ま
す
が
、

診
断
書
の
提
出
は
原
則
２
年
に
１
度
と
な
り
ま
す
。

※�

先
月
号
に
お
い
て
解
説
し
た
、精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
と
同
時
に
申
請
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

○
白
馬
村
で
は
、ど
の
く
ら

い
所
持
し
て
い
る
人
が
い
る

の
？

　
令
和
２
年
３
月
31
日
時
点
で
1
1
5
人
と
な
っ
て
お

り
、増
減
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

　
減
少
の
要
因
と
し
て
は
、転
出
等
や
更
新
し
な
か
っ

た
方
が
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

○
次
回
：
号
外（
障
害
者
週
間
他
）

　「
障
害
」表
記
に
つ
い
て
は
、「
白
馬
村
障
害
の「
害
」ひ

ら
が
な
表
記
取
扱
指
針
」に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告 

Vol.25

初
め
て
八
方
池
に
足
を
運
び
、
北
ア
ル
プ
ス
の
壮
大
な
景
色
に
と
て
も
感
動

し
ま
し
た
。

景
色
以
外
に
も
草
刈
り
、
農
作
業
、
道
路
清
掃
、
鹿
の
解
体
見
学
な
ど
初
め

て
の
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
白
馬
村
の
こ
と
を
少
し
ず
つ
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
知
ら
な
い
人
を
受
け
入
れ
る
の
に
不
安
の
あ
る
方
も

い
た
と
思
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
快
く
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
り
感
謝
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
、
様
々
な
経
験
を
通
し
て
知
っ
た
白
馬
村
の
魅
力
を
移
住
定
住
業
務

に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

総
務
課�

移
住・定
住
担
当�

若
山

9
月
の
白
馬
高
校
女
子
寮
で
は
、
夏
休
み
後
の
簡
易
検
査
で
無
事
全
員
の

陰
性
を
確
認
。
学
校
は
隔
日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
始
ま
り
、
9
月
半
ば
か

ら
は
通
常
登
校
へ
と
移
行
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
2

回
目
の
接
種
も
ほ
ぼ
終
え
、
9
月
末
の
中
間
考
査
を
迎
え
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。
10
月
に
は
2
年
生
の
修
学
旅
行
が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
県
外
へ
は

行
け
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
遂
行
さ
れ
る
こ
と
に
喜
ぶ
表
情
が
見
ら
れ
て
い

ま
す
。
感
染
対
策
に
は
留
意
し
な
が
ら
、
白
馬
で
の
高
校
生
ら
し
い
生
活
が

で
き
る
よ
う
寮
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

白
馬
高
校
支
援
係�

高
校
寮
ス
タ
ッ
フ�

上
山

9
月
に
入
り
、
3
年
生
は
受
験
を
間
近
に
控
え
、
多
く
の
生
徒
が
準
備
に

余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
。
生
徒
一
人
ひ
と
り
が
希
望
の
進
路
へ
と
進
め
る
よ
う
、

講
師
陣
も
一
丸
と
な
っ
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。
今
後
は

願
書
作
成
や
小
論
文
対
策
の
み
な
ら
ず
、
面
接
対
策
な
ど
も
行
っ
て
い
く
予

定
で
す
。

ま
た
、
9
月
下
旬
に
は
2
学
期
中
間
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
試
験
前

に
は
多
く
の
生
徒
が
自
習
の
た
め
に
塾
を
利
用
し
、
質
問
対
応
な
ど
を
行
い

ま
す
。
10
月
に
は
英
語
検
定
も
控
え
て
い
る
の
で
、
塾
で
は
引
き
続
き
学
習

環
境
を
整
え
、
生
徒
が
持
て
る
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き

ま
す
。

白
馬
高
校
支
援
係�

公
営
塾
ス
タ
ッ
フ
　
満
岡

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

9
月
に
は
G
R
E
E
N�

W
O
R
K�

H
A
K
U
B
A�

vol.
3
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
白
馬
村
で
の
よ

り
良
い
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
に
多
く
の

方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
各
々
の
視
点
や

意
見
を
聞
い
て
、
村
内
で
の
サ
ー
キ
ュ
ラ
ー

エ
コ
ノ
ミ
ー
＊
に
つ
い
て
考
え
る
良
い
機
会
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
観
光
局
で
は
現
在
新
し
い
商
品
も

開
発
予
定
で
す
。
み
な
さ
ん
に
お
披
露
目
で

き
る
よ
う
に
制
作
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

観
光
課
付
　
白
馬
村
観
光
局
派
遣
　
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
担
当
　
清
宮

オンライン販売サイトHAKUBA�ORIGINAL
https://hakubaoriginal.stores.jp/

白馬村観光局facebook
https://www.facebook.com/hakubavillage

Instagram
https://www.instagram.com/hakubalife/

＊循環型経済
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古
紙
回
収
の
お
知
ら
せ

調
停
手
続
相
談
会
の

ご
案
内

事
業
主
の
皆
様
へ

～
旧
規
格
消
火
器
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
～

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002
　　　　　　　　　　　住民課　電話：0261-85-0715

お問合せ　北部消防署　電話：0261-72-0119

お問合せ　大町簡易裁判所　電話：0261-22-0121

　
し
ろ
う
ま
女
性
会
で
は
、次
の
日
程
で
古
紙

回
収
を
行
い
ま
す
。

日
　時
：�
11
月
９
日（
火
曜
日
）　
午
前
８
時
～

午
前
９
時

場
　所
：
ウ
イ
ン
グ
21
駐
車
場

◇
回
収
す
る
も
の

　�

パ
ン
フ
レ
ッ
ト（
糊
付
け
、ホ
チ
キ
ス
止
め

〇
）・
カ
レ
ン
ダ
ー（
金
具
は
外
し
て
く
だ
さ

い
）・
は
が
き
・
名
刺
・
白
地
印
刷
物
・
シ
ュ

レ
ッ
ダ
ー
く
ず
・
ノ
ー
カ
ー
ボ
ン
紙
・
感
熱
紙

　�

※
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、カ
レ
ン
ダ
ー
、は
が
き
、

名
刺
、白
地
印
刷
物
の
出
し
方

　
　
→�

回
収
業
者
指
定
の
箱
も
し
く
は
段
ボ
ー

ル
箱
に
入
れ
、ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
で
止

め
る

　
　
→
紙
ひ
も
で
縛
る
か
紙
袋
に
入
れ
る

　
　
　�

バ
ラ
バ
ラ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。

　
※�

シ
ュ
レ
ッ
ダ
ー
く
ず
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

れ
て
く
だ
さ
い

◇
今
回
の
回
収
は
毎
週
火
曜
日
に
行
わ
れ
る
リ

サ
イ
ク
ル
物
の
収
集
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

各
地
区
の
ご
み
収
集
場
に
置
か
な
い
よ
う
、ご

注
意
く
だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
、搬
入
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
に
ご
配
慮

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
23
年
１
月
１
日
に
規
格
省
令
が
改
正
さ
れ
、消
防
法
令

に
基
づ
い
て
業
務
用
消
火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る

事
業
所
等
で
、旧
規
格
消
火
器
を
継
続
し
て
設
置
で
き
る
の
は
、

令
和
３
年
12
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
し
た
。令
和
４
年
１
月
１

日
以
降
は
、旧
規
格
消
火
器
の
設
置
は
消
防
法
令
上
認
め
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
の
で
、お
手
持
ち
の
消
火
器
の
ご
確
認
と
計
画

的
に
新
規
格
消
火
器
へ
の
交
換
を
お
願
い
し
ま
す
。ま
た
、一
般

住
宅
に
任
意
設
置
さ
れ
て
い
る
住
宅
用
消
火
器
は
該
当
し
ま
せ

ん
の
で
、お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
新
旧
規
格
消
火
器
の
簡
単
な
見
分
け
方
と
し
て
、左
の
図
の

よ
う
に
消
火
器
本
体
に
プ
リ
ン
ト
さ
れ
た
適
用
火
災
の
表
示
で

確
認
が
で
き
ま
す
。ま
た
、製
造
年
が
２
０
１
２
年
以
降
に
製
造

さ
れ
た
業
務
用
消
火
器
は
新
規
格
と
な
り
ま
す
。

　
最
高
裁
判
所
よ
り
任
命
を
受
け

た
調
停
委
員
が
、民
事
ト
ラ
ブ
ル

（
金
銭
、土
地
、建
物
、交
通
事
故
、

近
隣
関
係
等
）、家
事
ト
ラ
ブ
ル（
夫

婦
関
係
、親
子
関
係
、相
続
等
）の

話
し
合
い
に
よ
る
解
決
の
お
手
伝

い
の
為
に
、調
停
手
続
の
利
用
に

つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。相
談

は
無
料
で
予
約
は
不
要
で
す
。そ

し
て
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の

で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
　時

　�

令
和
3
年
11
月
11
日（
木
曜
日
）

午
後
1
時
～
4
時

場
　所

　�

大
町
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

℡：
0
2
6
1
‐
2
2
‐
1
5
0
1

　
尚
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
と
し
て
、相
談
時
に

連
絡
先
の
聞
き
取
り
を
行
い
ま
す

の
で
ご
協
力
下
さ
い
。

　
ま
た
、感
染
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

相
談
会
の
中
止
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
の
で
、そ
の
際
は
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

旧規格

新規格
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お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話：0261-85-0713

お申込み・お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　電話 :0261-85-0713

高
齢
者
の
方
へ
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
ご
案
内

子
宮
頸
が
ん・乳
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

▶
▶

今
年
度
申
込
ん
で
い
て
ま
だ
健
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、

�

い
ず
れ
か
の
方
法
で
受
診
で
き
ま
す◀

◀
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
よ
っ
て
お
こ
る
病
気
で
、
主
な
症
状
と
し
て
、

高
熱
・
頭
痛
・
筋
肉
痛
・
全
身
倦
怠
感
・
喉
の
痛
み
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
。
普
通
の
風

邪
と
比
べ
症
状
が
重
く
、
全
身
症
状
も
顕
著
に
現
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

高
齢
者
が
か
か
る
と
肺
炎
を
併
発
し
た
り
、
持
病
を
悪
化
さ
せ
た
り
し

ま
す
。
白
馬
村
で
は
、
予
防
接
種
費
用
の
一
部
を
公
費
負
担
し
て
い
ま

す
の
で
、
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
こ
の
機
会
に
予
防
接
種
を
お
受
け

く
だ
さ
い
。

入
院
等
で
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
早
い
時
期
に
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
方
へ

　
白
馬
村
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
は
終
了
し

ま
し
た
。
10
月
以
降
に
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
個
別
に
接
種
会
場
等

を
ご
案
内
し
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

【
接
種
期
間
】　
令
和
3
年
10
月
1
日
～
令
和
4
年
1
月
31
日

【
接
種
回
数
】　
１
回

【
費
　
　
用
】　
自
己
負
担
1
，
2
0
0
円

　
　
　
　
　
　
接
種
を
受
け
る
際
に
医
療
機
関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】　
①
白
馬
村
に
住
民
票
が
あ
る
65
歳
以
上
の
方

　
　
　
　
　
　
　（
65
歳
の
誕
生
日
以
降
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
）

　
　
　
　
　
　
②�

満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、
呼
吸
器
機
能
・
心
臓
機
能
・

肝
機
能
障
が
い
の
身
体
障
害
者
手
帳
1
級
を
お
持
ち
の
方
、
1

級
に
相
当
す
る
方

【
接
種
方
法
】　�

村
内
の
医
療
機
関
で
接
種
で
き
ま
す
。
な
お
、
希
望
者
は
各
自
で

医
療
機
関
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
両
方
の
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
場
合
は
、

2
週
間
以
上
の
間
隔
を
空
け
て
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

①
集
団
検
診（
検
診
車
）で
受
診
す
る

　

•
子
宮
が
ん
検
診
：

　
　
…
令
和
３
年
度
の
日
程
は
す
べ
て
終
了
し
ま
し
た
。

　

•
乳
が
ん
検
診
：
11
月
８
日
（
月
曜
日
）�

※
完
全
予
約
制

　
　
…�

必
ず
健
康
福
祉
課
（
電
話
：
０
２
６
１
‐
８
５
‐
０
７
１
３
）
に
連
絡
し
、

予
約
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

　
※�

12
時
か
ら
14
時
ま
で
の
間
で
、
時
間
を
指
定
い
た
し
ま
す
。
残
り
の
予
約
枠
は

若
干
名
で
す
。
先
着
順
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
※�

持
ち
物
・
会
場
・
時
間
等
は
、
先
に
送
付
し
た
検
診
票
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
紛

失
さ
れ
た
方
は
、
再
発
行
が
可
能
で
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

②
個
別
に
医
療
機
関
で
受
診
す
る （
子
宮
頸
が
ん・乳
が
ん
検
診
共
通
）

⒈
　�

健
康
福
祉
課
（
電
話
：
０
２
６
１
‐
８
５
‐
０
７
１
３
）
に
連
絡
し
、
医
療
機

関
で
の
個
別
受
診
を
申
込
む

⒉
　�

後
日
、
健
康
福
祉
課
窓
口
で
料
金
（
集
団
検
診
と
同
額
：
２
，
０
０
０
円
）
を

支
払
い
、「
信
州
ク
ー
ポ
ン
券
」
と
検
診
票
を
受
け
取
る

⒊
　
希
望
の
医
療
機
関
に
予
約
を
取
り
、
検
診
を
受
け
る

⒋
　
検
診
結
果
が
健
康
福
祉
課
か
ら
送
付
さ
れ
る

　
※�

村
の
集
団
検
診
に
申
込
み
を
い
た
だ
い
て
い
た
方
が
対
象
で
す
。

　
※�

こ
の
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
必
ず
村
へ
の
事
前
申
込
み
が
必
要
で
す
。
医
療

機
関
で
健
診
を
受
け
た
後
の
事
後
申
請
は
無
効
で
す
。

　
※�

本
制
度
は
長
野
県
の
「
信

州
ク
ー
ポ
ン
券
」
制
度
を

利
用
し
て
お
り
、
長
野
県

と
の
契
約
を
結
ん
で
い
な

い
医
療
機
関
で
は
、
こ
の

制
度
を
利
用
し
た
検
診
は

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
詳
細

は
健
康
福
祉
課
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

白馬村コロナワクチン
コールセンター
☎0261-75-0567
平日9:00～17:00

10月は厚生労働
省が定める「がん
検診受診率50％
達成に向けた集中
キャンペーン月間」
です
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お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話 :0261-72-6667

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

一
人
暮
ら
し
・
高
齢
夫
婦
の
方
へ
　
日
頃
の
備
え
の
再
確
認
を
★

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
！
工
夫
や
ア
イ
デ
ア
も
教
え
て
く
だ
さ
い
！

コ
ロ
ナ
の
自
宅
療
養
者
ま
た
は

濃
厚
接
触
者
等
に
な
っ
た
ら
…
？

家
で
う
っ
か
り
転
ん
で
動
け
な
く
な
っ
た
…
！

留
守
中
に
近
所
で

火
事
が
…
？
災
害
が
…
？

最
近
ち
ょ
っ
と
し
た
物
忘
れ
が

多
く
な
っ
た
な
あ
…
？

〈
日
頃
の
備
え
の
例
〉

□
約
1
週
間
分
の
食
料
の
備
蓄

□�

村
内
に
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け
医
、
か

か
り
つ
け
薬
局
を
作
っ
て
お
く
　

□�

近
所
の
人
と
い
ざ
と
い
う
時
の
薬
や
食
料

の
受
渡
し
方
法
な
ど
を
確
認
、
お
願
い
す

る
か
も
し
れ
な
い
と
相
談
し
て
お
く

〈
日
頃
の
備
え
の
例
〉

□�

ス
マ
ホ
は
首
に
か
け
る
タ
イ
プ
の
ス
ト
ラ
ッ
プ
に
し
、
い
つ
も
身
に
着

け
て
お
く
。
緊
急
連
絡
先
の
設
定
を
し
て
お
く
。

□�

通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
（
例
セ
コ
ム
　
ア
ル
ソ
ッ
ク
等
）

□
歩
く
場
所
は
整
理
整
頓
、
危
な
い
作
業
は
一
人
で
し
な
い

□�

消
防
署
と
連
携
し
た
救
急
カ
プ
セ
ル
※2

を
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
お
く

□
保
険
証
を
入
れ
た
袋
に
は
多
少
の
お
金
も
同
封
し
て
お
く

〈
日
頃
の
備
え
の
例
〉

□�

近
所
の
人
や
民
生
委
員
さ
ん
に
は
連
絡
先

を
伝
え
て
お
く

□�

信
頼
で
き
る
人
と
は
留
守
に
す
る
こ
と
、

帰
っ
て
き
た
こ
と
を
、
都
度
声
を
掛
け
合

う
□�

白
馬
村
防
災
ナ
ビ
※1
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
。

〈
日
頃
の
備
え
の
例
〉

□�

ま
ず
は
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
る
か
確
認
。
食
事
を
作
る
の
が
億

劫
に
な
っ
て
き
た
ら
配
達
弁
当
等
の
検
討
を

□�

カ
レ
ン
ダ
ー
や
ノ
ー
ト
な
ど
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
タ
ス
ク
を
管
理
し
て

都
度
チ
ェ
ッ
ク
す
る

□�

大
切
な
約
束
は
ス
マ
ホ
の
ア
ラ
ー
ム
設
定
。
ア
プ
リ
を
活
用
し
て
の
タ

ス
ク
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
や
、
遠
方
の
家
族
に
居
所
を
伝
え
る
な
ど
も
。

□�

自
分
に
は
気
づ
け
な
い
変
化
に
気
付
い
て
も
ら
え
る
よ
う
家
族
や
近
所

の
人
と
の
関
係
づ
く
り

□�

洋
服
や
身
に
着
け
る
も
の
に
は
名
前
と
緊
急
連
絡
先
を
記
入

こんにちは。私たちは白馬村地域包括支援センター職員です。
日頃から心のどこかで考えていただいているかもしれませんが、
コロナ禍の今だからこそ元気な内に再確認をお勧めしています。
一人暮らしでない方も他人事と思わず、ご近所で気になる方がいまし
たら、この機会に声をかけあったり下の表も参考にご相談ください。

お困りごと・心配ごとの例 連絡先 電話番号

「空いた時間で仕事をしたい」「手伝ってほしい」
ちょっとしたお手伝い

シルバー人材センター 0261-22-2445
ファミリーサポートセンター
（白馬村社会福祉協議会） 0261-72-7230

「具合が悪くてご飯を作れない」「作るのが億劫」
お弁当の配達をしてほしい

よらっ亭（おらの家） 080-9278-4149
おたりフードサービス 0261-82-2278

白馬メディア 0261-75-7111
地区の民生委員って誰？ 乗合タクシー事業

＜福祉全般の相談窓口＞
白馬村健康福祉課

0261-85-0713
（直通）緊急通報装置貸与助成事業 安心コール事業

雪害救助員 温泉施設利用高齢者等助成事業
※2 救急カプセルって？ 身寄りがないのだけど・・

＜高齢者全般の相談窓口＞
白馬村地域包括支援センター

0261-72-6667
（直通）転入後でお友達がいない 自分の趣味等を活かしたい

運動がしたい・家で暇 介護保険ってなあに？

※1  白馬村行政公式HP
　   「防災ナビ」



 大町少年警察ボランティア様の少年

補導活動の一環として、本校駐輪場に

自転車盗難防止を啓発する看板を設置

していただきました。 

「自転車は防犯登録・ツーロック」

と呼び掛けるこの看板の設置に際し

て、本校生徒会長と規律風紀委員長は

「学校の駐輪場だけに限らず、駐輪時

には自転車に鍵をかけるよう呼びかけ

たい」と話しました。 

 

 

 

 
本校は、白馬・小谷・美麻地

区からマウンテンバイクなどの

自転車で通学する生徒が多く、

鍵をかけられていない自転車も

散見しています。看板設置を機

に、防犯登録や施錠の重要性を

呼び掛ける啓発運動をこれから

生徒会および委員会を中心とし

た生徒主導で行っていきたいと

思います。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

白 馬 
高 校 

HAKUBA H.S. 
Report Channel 
白馬高校レポートチャンネル 

  

令和３年９月 14 日（第 161 号） 

発行：白馬高校 教務係 

  TEL 0261(72)2034(代表) 

８月26日 自転車盗難防止用の看板を設置していただきました 

ホームページも

ご覧ください⇒ 

20



「防災の日」に防災訓練を実施しました。

分散登校期間中であったため全体での訓練

実施はかないませんでしたが、通報訓練お

よび避難訓練を通して、災害発生時の行動

を確認することができました。 

 オクレンジャーでの安否確認の練習は、

オンライン授業日であった２年生も含めた

全校で行いました。有事の際の安否確認と

して活用できるよう、今後も練習を重ねて

いきたいと思います。 

 Google Meet を用いたリモート形式で立

会演説会を行いました。演説会では、各候補者

の演説の様子を各教室に配信しました。チャ

ット機能を用いた候補者への質疑では、「白馬

高をより活性化させるためにどのようなこと

を行うか」などの質問が投げかけられ、真摯に

応答する候補者の姿が印象的でした。 

 １年生は、８日はオンライン授業日であっ

たため、９日に候補者の演説のビデオを見て

投票を行いました。投票によって選ばれた皆

さん、立候補時の公約を忘れずに新生徒会メ

ンバーが一丸となって、よりよい白馬高校を

創り上げていきましょう。 

９月１日 防災訓練 

９月８、９日 立会演説会 

21
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図書館だより
No.239

令和3年10月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

図書館の
開館時間

・月曜日　祝日
・毎　月　最終金曜日（館内整理休館日）
　　　　　→祝日と重なる場合、休館日が変更となります。
・その他　やむを得ず、臨時休館・臨時閉館する場合があります。

午前9時〜午後6時

書　　名 著者名
チンギス紀　11 　黙示 北方 謙三
あきない世傳金と銀　11 　風待ち篇 高田 郁
九十八歳。戦いやまず日は暮れず  佐藤 愛子
身内のよんどころない事情により  (CREST BOOKS) ペーター・テリン
転生したらスライムだった件　1 伏瀬
医師が教える薬のトリセツ  橋本 将吉

書　　名 著者名
まーるいまーるい  せな けいこ／作・絵 
くしゃみおじさん オルガ・カブラル／作
竜とそばかすの姫(角川アニメ絵本) 細田 守／原作
鬼滅の刃　4 　遊郭潜入大作戦編 吾峠 呼世晴／原作・絵
ひみつの魔女フレンズ　1 　 宮下 恵茉／作

眠れる森の美女　50TH　ANNIVERSARY　スペシャル・エディション
リトル・マーメイド　スペシャル・エディション（WALT　DiSNEy　CLASSICS）
ピーター・パン 北アルプス　ドローン大縦走　黒部源流の山々
おしりたんてい８　ププッうたがわれたけいじ 北アルプス　ドローン大縦走　白銀の峰々へ
おしりたんてい９　ププッ レインボーダイヤをさがせ！ 紅葉の黒部峡谷トロッコ電車運転席展望
おしりたんてい１０　ププッおしりたんていがふたりいる！？

【一般】

【児童書・絵本】

【ＤＶＤ】

〇新着案内

不倫、ママ活、スピリチュアル、こだ
わりすぎて、ドツボにはまりかけた女
たちの、下世話だとわかりつつも興味
深いエピソード集。人生のヒントにな
るかも…?

日常が戦争だった―。戦中戦後を必死に
生きてきた“普通”の子どもたちの記憶。
1945年8月15日を子どもだった16人が
語る。

簡単に暗記できる 「びっくり記憶マーカー
ペン」、いくら食べても太らない「カロリー
メジャー」、変わった名前の文房具があ
る「白黒屋」。願い事がかなう、不思議
な文房具の物語5編収録。

「いじめは犯罪?」「子どもは罪に問わ
れない?」、法律の疑問や日常のトラブ
ルをバーチャルこども裁判で解決！法
律を知り、どうやって使うかを学べる

「こども六法」のまんが版。

品揃え宇宙一の百貨店には、たくさんの
お客さんがやってきます。仏頂面の親
子を見つけた社長は、店員に親子を笑
顔にするよう指示します。必死におもて
なしをするけど、親子はアベコベ人で…。

夫が風呂に入らない、そのうち雨に濡
れて帰ってくるようになった―。何も
起こらない、穏やかな生活が続くはず
だったのに、静かに変わってゆく夫婦
の生活。第165回芥川賞候補作。

『沼で溺れてみたけれど 』
ひら　りさ

『わたしたちもみんな子どもだった
戦争が日常だった私たちの体験記』
和久井　香菜子

『ふしぎ文房具店の八雲さん』
小川�彗／作

『開廷！こども裁判　まんがこども六法』 
山崎　聡一郎／原案

『うちゅうひゃっかてん』
黒岩�まゆ／作

『水たまりで息をする 』
高瀬�隼子

今月のおすすめ本

太平洋戦争からコロナ禍まで、95歳まで現役
を貫いた著者が語る痛快人生。石井ふく子さ
んや著名人との対談エピソード、ドラマの裏
話など、豊富な経験を語った1冊。

内容紹介

 『渡る世間にやじ馬ばあさん』
橋田　壽賀子

この他の新着図書は図書館内の掲示板、または図書館ホームページからご覧ください。
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1 0月～ 1 1月　保健ガイド

18日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯科 白馬村内薬局
当番店

10月24日 日 しんたにクリニック いしぞね内科・外科クリニック 平林ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ にこにこデンタルクリニック 大町市（0261）23-5612 フジノヤ薬局
10月31日 日 白馬診療所 柿下クリニック 近藤医院 西澤歯科医院 大町市（0261）22-5091 フジノヤ薬局
11月  3日 水 小谷村診療所 遠藤内科医院 西森整形外科 平林歯科医院 大町市（0261）22-1149 ―
11月  7日 日 栗田医院 最上整形外科ｸﾘﾆｯｸ 太田医院 きらり歯科医院 松川村（0261）62-0005 太田薬局
11月14日 日 横沢医院 菊地クリニック あづみ病院 宮下歯科医院 大町市（0261）22-0297白馬アップル薬局
11月21日 日 神城醫院 小野医院 松本クリニック 師岡歯科 池田町（0261）62-9781 フジノヤ薬局
11月23日 火 白馬診療所 平林医院 せりざわクリニック 砂田歯科医院 大町市（0261）22-0648 フジノヤ薬局
11月28日 日 しんたにクリニック 横澤内科医院 吉村医院 岡江歯科医院 松川村（0261）62-9888 フジノヤ薬局

■ 予防接種 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

10月29日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
11月12日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています
11月26日（金） 乳幼児予防接種 個別にご案内しています

■ 乳幼児健診等 会場：ふれあいセンター1階
月日 事業名 対象になるお子さん

10月19日（火） 2か月育児相談 2021年８月生
10月20日（水） 3歳健診 2018年７月16日～8月生
10月25日（月） PT(理学療法士)相談 予約制
10月28日（木） ２歳相談 2019年9月～10月生
11月1日（月） 育児相談 予約制
11月9日（火） あそびの教室ほっぷ① 2019年9月～10月生
11月10日（水） 乳児健診 2021年６月生・2020年12月生
11月11日（木） もぐもぐ相談 2021年３月～５月11日生
11月19日（金） 2か月育児相談 2021年9月生
11月25日（木） あそびの教室ほっぷ② 2019年9月～10月生
11月29日（月） PT(理学療法士)相談 予約制

■ 子育て支援ルーム
※ 現在、支援ルームは自由利用となっています。新型コロナウイルス感染の状況により、閉室又は開室時間の変更をする事もありま

すので、ご不明な点がある時には、子育て支援ルーム ( ☎ 0261-72-3025) までお問合せください。
　白馬村子育て支援アプリ “ 母子モ ” 、白馬村ホームページにも掲載します。
◎支援ルームご利用の際は、必ず検温をしてからお越しください。
　入室したらまず、手洗いと健康確認チェックシートの記入をお願いします。
◎今年度より登録制となっておりますので、初回利用時に登録カードの記入もお願いします。
※ 10、11 月は感染症の状況がよければ、イベントを開催する予定です。詳しくは支援ルームに掲示します。

■弁護士無料法律相談（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

11月10日（水） 13:00～15:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

太
オ オ タ

田　康
ヤスロウ

朗　弁護士 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約が必要です。相談時間は30分ですので、相談内容を整理してお越しください。

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

11月30日（火） 10：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター
２階　福祉相談室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713

※電話でご予約ください(匿名可)。相談時間は1人30分程度です。

■人権・心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相　談　員 お問合せ先

12月10日（金） 13:00～16:00
白馬村保健福祉

ふれあいセンター2階
ボランティアルーム

人権擁護委員 白馬村社会福祉協議会
0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。※１２月１０日は人権デーです。
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人口：8,466 人　男：4,243 人　女：4,223 人　世帯数：3,943 世帯
（令和 3年 10 月 1 日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）
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編集後記

今回の表紙は「杓子沢雪渓」の可能性調査の写真となります。かつては日本に氷河は存在しないとされてい
ていましたが、2012年に立山連峰で確認されて以来、現在日本国内で７つの氷河が確認されています。氷河
と聞くと遠くヨーロッパのアルプスなどにあるようなイメージがありましたが、私たちの身近な景色の中にも、
「氷河」が存在することは、改めて白馬村の自然の豊かさを感じることができました。� (広報編集担当：田中)

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

白馬村の認知症サポーター数1268人
（令和3年 2月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

馬とのふれあいを楽しむ

西小学校体験活動「馬に乗ってふれあおう会」
が９月14日、乗馬クラブ天城ホースビレッジ＝小
鍋地区＝で行われ、全校児童が乗馬を体験しまし
た。児童らは、学年ごとに分かれて参加し、スタッ
フの指導のもと、乗馬や餌やりを体験しました。
今回で４回目となる体験活動で、乗馬に慣れて

きた児童もいれば、初めての乗馬にドキドキの児
童もいましたが、馬に乗ると「かわいい」「もう１
回乗りたい」などと声を上げ、貴重な体験を楽し
みました。

審査会特別委員賞受賞 !
8月1日（日）に障害のある人の心を歌う第46回

「わたぼうし音楽祭」がオンラインで開催され、太
地町内在住の野澤大輔さんの作品「僕の一日」が
「作詩・作曲」部門において審査員会特別賞を受賞
しました。太地町民として、社会に感動を与えて
くださったその功績を称え、8月24日（火）、太地
町役場において町長より表彰状と記念品を贈呈し
ました。
障害のある人の詩をメロディに乗せ歌う同音楽

祭は、1967年に奈良で誕生して以来、日本のみな
らず世界にもその輪を広げています。
インターネット投票などを経て、今回、野澤さ

んの受賞が決定しました。
受賞おめでとうございます。

乗馬を体験する児童


